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　環境ソリューション工学科の 3年次生の選択科目である環境実習 Bで，ハワイ島で野外
観察をしている風景です．連日日替わりで現地研究者による解説を中心として実習を行い
ました．
（右上：一次遷移の観察）
　火山によって植生が破壊され，岩盤のみの裸地からどのように植物が侵入し植生が移り
変わっていくのかという一次遷移について学習しました．
（右下：ヤモリ）
　熱帯では日本では決して見かけないようなカラーの生物を目にします．写真はヤモリの
一種です．
（左：Lobelia）
　絶滅もしくは絶滅の危機にある種を多く含む，Lobelia の仲間の一種．その特異な花の
形は花粉を運ぶ鳥のくちばしの曲がり具合に一致し，共進化の生きる教科書となっていま
す．極度に両者が依存しあう状況に至った結果，鳥類の減少の影響を直接受け，絶滅の危
機に瀕しています．

（環境ソリューション工学科　山中裕樹／五嶋啓太（撮影））

表紙解説





人間の知覚と運動の相互作用（続）� （解説　小堀　聡，本文 29ページより）

ボタン押し課題の実行画面 迷路探索課題の実行画面

一番丸の復元観光船

滋賀の技術小史� （解説　岩本太郎，本文 36ページより）
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